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あらまし：適切な英語アウトラインを作成するためには，複数のアウトラインを比較し，その構成や論理

展開の違いを検討することが望ましい．しかし，英語初学者は英語の論理展開法に関する知識が乏しく，

アウトライン間の比較や妥当性の判断が困難である．本研究では，アウトライン比較時に着目すべき観点

や比較項目を提示する比較支援機能を実現した．本機能により学習者によるアウトラインの比較および選

択を支援できると考えられる．
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1. はじめに
説得力のある英語パラグラフを記述するためには， 

パラグラフライティングの準備段階において，英語

の論理展開法に則ったアウトラインを複数作成し， 

それらを比較することが望ましい．しかし， 英語初

学者は英語パラグラフライティングの知識が不十分

であるため，適切なアウトラインを作成することお

よび比較することは困難である．これまでに，完成

した英語パラグラフを対象として，その質を自動的

に評価する研究は数多く行われている（例えば，（1））．

これらの研究は，英文作成後の成果物を評価するこ

とに主眼を置いており，英文作成前段階であるアウ

トライン作成に着目し，複数案を比較しながらユー

ザの選択を支援するシステムは十分に検討されてい

ない．本研究では，このような課題に着目し，英文

作成の前段階であるアウトライン作成を対象として，

複数アウトラインの比較を支援する英語パラグラフ

アウトライン比較支援機能（以下，「アウトライン比

較支援機能」と称する）の実現を目的とする．

2. 英語パラグラフアウトライン作成支援
2.1 英語パラグラフアウトライン作成支援システム

英語パラグラフアウトライン作成支援システム（2）

の概要を図 1 に示す．本システムにおけるパラグラ

フライティングでは，まず，ユーザが書きたいテー

マに沿ったアイデアをできるだけ多く書き出して，

アイデア間の関係などの整理を行うことで，図 2 の

左に示すようなラベル付きクラスタ図の作成を行う．

次に，11 種類のパラグラフアウトラインのひな形か

ら書きたい内容に沿った一種類を選択し，そのひな

形に対して作成したクラスタ図から必要なアイデア

を抜き出し並べ替えることによって図２の右に示す

ようなアウトラインを作成する．パラグラフアウト

ラインのひな形とは，英語パラグラフの典型的な構

造を定義しているパラグラフ展開スキーマを用いて

作成されたものである．

図 1 システムの概要 

図２ アウトラインの作成例 

2.2 アウトライン比較支援 

作成された複数のアウトラインから一種類を選択

する作業は，英語パラグラフに対する知識が不十分

な初学者には困難である．本研究では，このような

ユーザでも適切なアウトラインを選択することがで

きるように，ユーザにアウトライン同士の比較を促
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図３ アウトライン比較ウィンドウ 

すための支援を行う．ユーザは二つのアウトライン

に対して，パラグラフの特徴や用いるアイデアの特

徴などの観点から比較を行い，より適していると判

断したアウトラインを選択する． 

3. アウトライン比較支援機能の実現
アウトライン比較支援機能は，複数のアウトライ

ンの中から，ユーザが最適なアウトラインを選択す

ることを支援するための機能である．本機能では，

事前に作成された 11 種類のアウトラインを対象と

し，それらを二つずつ比較しながら最終的に一つに

絞り込む過程を支援する．

比較の際に用いる情報は，作成された各アウトラ

インの内容および点数，アウトラインの特徴，およ

び，アイデアの特徴である．アウトラインの点数は，

ラベル付きクラスタ図に書き出した情報をどの程度

反映しているかを表すものであり，アウトラインに

用いられているアイデアの数およびそれらのアイデ

アに付加された重要度に基づいて算出される．また，

パラグラフライティングに関する論文や書籍を分

析・整理することで，その他の比較項目を用意した．

具体的には，パラグラフの種類ごとの特徴をまとめ

た「構造」，パラグラフに用いられるアイデアの特徴

を表す「アイデア」，および，それら以外の比較の参

考となる情報をまとめた「その他」の三つから構成

される．

これらの情報を用いて，図３に示したようなアウ

トライン比較ウィンドウを中心とした支援を行う．

アウトライン比較ウィンドウでは，左右に二つのア

ウトラインを配置し，中央に比較項目を表示するこ

とで，ユーザが評価・比較を行いやすい構成として

いる．

アウトライン比較支援機能の流れは，次の通りで

ある．まず，システムがアウトライン比較ウィンド

ウを表示し，ユーザに対して点数の高い二つアウト

ライン，および，各アウトラインの種類に対応した

比較項目を提供する．ユーザは比較項目を用いて左

右のアウトラインの評価や比較を行う．システムは

評価や比較結果をチェック数の形でアウトライン比

較ウィンドウ上に記録しているため，ユーザはその

チェック数等を参考にして，よりユーザの考えに合

っていると判断したアウトラインを選択する．これ

らの作業を繰り返して 11 種類のアウトラインの比

較を行うことで，最終的なパラグラフを選択する.

なお比較作業を円滑に行うため，強調表示機能およ

び編集機能を実装している．強調表示機能により，

比較項目やアウトラインの特徴に応じてアウトライ

ン中の注目箇所を明示でき，効率的な比較を可能と

する．また，比較途中でアウトラインの修正が必要

となった場合には，編集機能によりアウトラインエ

ディタに戻って編集を行うことができる．

4. おわりに
本研究では，英語パラグラフアウトライン作成支

援のためのアウトライン比較支援機能を実現した．

今後は，比較に用いる比較項目等の調査をさらに行

うことで，よりユーザの比較を促せるようにするこ

と，比較結果の活用法の検討を行うこと，および，

ユーザの作業量を低減することが必要である． さら

に，機能の操作性や効果などの評価を行う予定であ

る．
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